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１．趣 旨 

この要領は、小野加東加西環境施設事務組合が計画する新たなごみ処理施設の整備に当

たり、循環型社会形成推進地域計画及び次期ごみ処理施設整備基本構想を策定するための

支援業務について、ごみ処理施設建設に関する豊富な知識・経験、高度な企画・調整能力

及び専門的技術力を必要とするものであることから、本業務に最も適した事業者を選定す

るに当たり、必要な事項を定めるものである。 

 

２．公募概要 

(1) 業  務  名 

循環型社会形成推進地域計画及び次期ごみ処理施設整備基本構想策定業務 

(2) 委 託 期 間 

契約締結日から令和７年３月２６日まで 

(3) 募 集 方 法 

小野市ホームページに掲載する。 

(4) 委託業務内容 

「循環型社会形成推進地域計画及び次期ごみ処理施設整備基本構想策定業務委託 

仕様書」のとおり。 

(5) 委託限度額 

      ８，８００，０００円（取引に係る消費税及び地方消費税の額を含む。） 

(6) 発  注  者 

小野加東加西環境施設事務組合（以下「本組合」という。） 

(7) 選 定 方 法 

選定委員会が参加者から提出された提案等について審査を行い、契約候補者を選定 

する公募型プロポーザル方式を採用する。「循環型社会形成推進地域計画及び次期ご 

み処理施設整備基本構想策定業務公募型プロポーザル実施要領」により審査し、評価 

点の最も高い者を契約候補者、２番目に高い者を次席者として特定する。 

 

３．参加資格 

次に掲げる要件を全て満たす者であること。 

(1) 地方自治法施行令（ 昭和 22年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しないこ 

と。 

(2) 小野市、加東市、加西市のいずれかの入札参加資格者名簿に登録されていること。 

(3) プロポーザル公告日時点において小野市、加東市、加西市のいずれにも指名停止処 

分を受けておらず、かつ、契約締結の日までの間に指名停止処分を受ける見込みが 

ないこと。 

(4) プロポーザル公告日時点において会社更生法（平成 14年法律第 154 号）に基づく 

  更生手続き開始の申立て（以下「更生手続き開始の申立て」という。）又は民事再生 
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法（平成 11 年法律第 225 号）に基づく再生手続開始の申立て（以下「再生手続開始 

の申立て」という。）がなされておらず、かつ、契約締結の日までの間に更生手続き 

開始の申立て又は再生手続き開始の申立てがなされる見込みもないこと。 

(5) 小野市暴力団排除条例（平成 24 年小野市条例第 1号）第 2条第 1号から第 3号 

までに規定する暴力団、暴力団員又は暴力団密接関係者でないこと。 

（6）建設コンサルタント登録規程による建設コンサルタントの「廃棄物部門」の登録 

を受けていること。 

(7) １０年以内（平成２６年４月１日以降に契約し、令和６年３月３１日時点で業務 

が完了しているもの。）に元請けとしてごみ処理施設整備基本構想及び循環型社会 

形成推進地域計画の策定業務の受注実績があること。 

 

４．スケジュール 

内 容 期日等 

公募開始日 令和６年５月８日（水） 

質問の受付期間 

令和６年５月８日（水） 

～５月１４日（火）午後５時まで 

質問に対する回答 令和６年５月２０日（月） 

参加表明書の提出期限 

令和６年５月２０日（月） 

～５月２４日（金）午後５時まで 

企画提案書の提出期限 令和６年６月１３日（木）午後５時まで 

一次審査（書類審査）/結果通知 令和６年６月２０日（木) 予定 

二次審査（プレゼンテーション） 令和６年６月下旬 

事業者の選定 令和６年６月下旬 

審査結果の通知 令和６年６月下旬 

契約締結 令和６年７月上旬 

 

５．公募手続 

(1) 要領等の公表 

ア 公   表：令和６年５月８日（水） 

イ 公表方法：小野市ホームページで公表する。 

              URL : https://www.city.ono.hyogo.jp 

(2) 質問書の受付及び回答 

ア 受付期限：令和６年５月１４日（火）午後５時受信分まで 

イ 受付方法：質問書（様式第１号）により、本要領の「１０．書類の提出及び 

問合せ先」に記載してあるアドレスに電子メールにより行うもの 

とする。その際、メールの件名を【（貴社名）プロポーザル質問】

とし、質問書提出後は、必ず電話により受信確認を行うこと。 
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なお、電話・ファックス等での質疑は一切受け付けない。 

ウ 回答方法：質問事項に対する回答については、すべての質問及び回答を取り 

まとめたものを令和６年５月２０日（月）に小野市ホームページ 

にて公表する。なお、質問への回答内容については、本要領及び 

循環型社会形成推進地域計画及び次期ごみ処理施設整備基本構 

想策定業務委託仕様書の追加又は修正事項とする。 

(3) 参加表明書等の受付及び提出方法 

ア 受付期限：令和６年５月２０日（月）から令和６年５月２４日（金） 

午後５時まで 

イ 提出場所：本実施要領の「１０．書類の提出及び問合せ先」 

ウ 提出書類：以下のとおりとする。 

提出書類 様式 

提出 

部数 

備考 

参加表明書 様式第 2号 

正本１部 

副本３部 

代表者印を押印 

会社概要書 様式第 3号 

正本１部 

副本３部 

添付書類あり。様式参照 

業務実績調書 様式第 4号 

正本１部 

副本３部 

添付書類あり。様式参照 

業務実施体制表 様式第 5号 

正本１部 

副本３部 

 

管理技術者業務実績等調書 様式第 6号 

正本１部 

副本３部 

添付書類あり。様式参照 

担当技術者業務実績等調書 様式第 7号 

正本１部 

副本３部 

添付書類あり。様式参照 

エ 提出方法：事前に本組合に連絡のうえ持参による提出（午前９時から午後５ 

時まで）。なお、郵送による場合は受付期限までに必着とし、書留 

郵便等の配達記録が残る方法で提出することとする。書類が不足

している場合は、受付不可。 

(4)企画提案書の受付及び提出方法 

ア 受付期限：令和６年６月１３日（木）午後５時まで 

イ 提出場所：本要領の「１０．書類の提出及び問合せ先」 

ウ 提出書類：次項の一覧のとおりとする。提出部数は、次項の一覧中①③④は、 

正本１部。②は、正本１部、副本９部とする。また、正本を PDF 

形式で保存した CD-R等の電子媒体１枚を提出するものとする。 
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【提出書類一覧】 

No. 提出書類 様式 備考 

① 企画提案書類（表紙） 様式第８号  

② 業務提案書

※

 任意様式 

A4版片面印刷 20 枚以内 

文字サイズ 10.5 ポイント以上 

③ 見積書 様式第９号  

④ 暴力団排除に係る誓約書 様式第１０号  

※業務提案書には特定テーマとして、下記事項を必ず記載するものとする。 

ａ 基本的事項（取組方針、実施体制、スケジュール等）について 

ｂ 提案事項について 

        ・ごみ処理施設の処理方式について 

       ・焼却エネルギー回収方式及び活用方法について 

ｃ 独自提案事項について 

       ・災害時のごみ処理施設の活用について 

       ・地域に貢献できる付加価値の創造について 

       ・その他自由提案 

ｄ 循環型社会形成推進地域計画の策定について 

ｅ その他想定される課題や留意事項とその解決方策等 

エ 提出方法：事前に連絡のうえ持参による提出（土日祝を除く午前９時から午 

後５時まで）。なお、郵送による場合は受付期限までに必着とする。 

また、書留郵便等の配達記録が残る方法で提出とする。 

書類が不足している場合は、受付しない。 

 

６．選定方法 

事務局において、本要領に定める参加資格要件を満たすか審査したうえで、本組合が 

設置する選定委員会が、下記の審査を行い、契約候補者を選定する。 

 審査の基準は、別紙「審査基準及び配点について」のとおりとする。 

(1)  一次審査（書類審査） 

参加者が４者を超える場合は、提出された参加表明書及び企画提案書類に基づく審 

査を行い、得点の高い者から最大４者を二次審査の対象とする。 

※ 選定委員会による内部審査のため、プロポーザル参加者は出席しない。 

ア 通 知 日：令和６年６月２０日（木）予定 

エ 通知方法：参加者全員に書面（電子メール）で通知する。 

※ 第１次審査を実施しない場合は、令和６年５月２７日（月）までに 

書面（電子メール）で通知する。 
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(2) 二次審査（プレゼンテーション） 

プレゼンテーション審査を実施し、選定委員会による審査・評価を行う。 

   ア 実 施 日：令和６年６月下旬 

   イ 参 加 者：４名以内（配置予定の管理技術者、担当技術者は必ず出席するこ 

と。） 

ウ 時  間：プレゼンテーション（３０分以内）及び質疑応答（１５分程度） 

エ 留意事項 

  ・プレゼンテーションの日時、場所等は別途通知する。 

       ・プレゼンテーションは、事前に提出された提案書に沿って行うこととし、当 

日の差し替え、再提出、追加、削除は認めない。 

           ・プレゼンテーターは配置予定の管理技術者又は担当技術者が行うこと。 

・プレゼンテーションに当たってはパソコン、プロジェクター等の使用を認め 

る。なお、プロジェクター等を用いた説明を行う場合は、事前に本実施要領 

の「１０．書類の提出及び問合せ先」へ連絡すること。 

         ・プロジェクター、スクリーン、ＨＤＭＩケーブルは、組合が準備する。 

・指定時間にプレゼンテーションを実施できるよう準備すること。指定時間に 

遅れた場合は失格とする。なお、参加者が１者のみであっても審査委員会に 

おいて審査を行い、契約候補者としての適格性について審査を行う。 

      ・提案事業者以外の事業者の傍聴は認めない。 

       ・本組合は、プレゼンテーション内容を録画又は録音することができるものと 

する。 

(3)  契約候補者の選定 

プレゼンテーション実施後、選定委員会による審査を行い、最も得点の高い参加

者を契約候補者とする。また、２番目に得点の高い参加者を次点の契約候補者とす

る。 

ただし、合計点が６０％未満の場合は契約候補者として選定しない。 

 

７．審査結果通知及び公表 

ア 通 知 日：令和６年６月下旬 

イ 通知方法：審査結果は、提案者全員に書面で通知する。また、契約候補者名及びそ 

の総合評価点並びにその他の提案者の総合評価点を本組合のホームペ 

ージで公表する。 

なお、名称を公表するのは最も得点の高い契約候補者のみとする。 

ウ そ の 他：審査結果の通知前に電話や訪問等による問合せには応じない。また、審 

査の経過及び結果に対する異議申立てには応じない。 

 

 



8 

 

８．契約の締結 

ア 契約締結：契約候補者として特定された者と交渉を行う。ただし、契約交渉が不調 

となった場合、次席者と契約締結の交渉を行う。 

イ 契 約 日：令和６年７月上旬 

ウ そ の 他：契約手続きに係る詳細については、小野市契約規則に従い取り扱うもの 

       とする。 

 

９．留意事項 

（１）応募に当たっての留意事項 

(1) 要領の承諾 

参加表明書の提出をもって、本要領の記載内容を承諾したものとみなす。 

(2) 参加者の失格 

参加者が次の事項に該当した場合には、失格とする。 

ア 本要領に定める手続を遵守しない場合 

イ 参加資格を有していない場合 

ウ 応募書類に虚偽の記載をした場合 

エ 本組合が提示した委託料の限度額を超える見積を提出した場合 

オ 審査の公平性に影響を与える行為があった場合 

カ 二次審査に参加しない場合 

キ その他不正な行為及び不適合事項があったと認められる場合 

(3) 業務の一括委託の禁止 

本事業を一括して第三者に委託又は請け負わせることはできない。ただし、業務の 

一部について、あらかじめ本組合が認めた場合はこの限りではない。 

(4) 提出内容の変更・追加の禁止 

提出された書類の内容の変更又は書類の追加は認めない。ただし、疑義等があり、 

本組合が補正を求めた場合は、この限りではない。また、本組合が提案された内容に 

ついて、補足書類の提出を求めた場合も同様とする。 

(5) 提出資料の取扱い 

提出された業務提案書等は返却しない。提出資料の著作権は提案者に帰属するが、 

審査結果の公表等で必要と認められる用途について、業務提案書等の一部又は全部を 

無償で使用できるものとする。また、審査の過程において必要な場合に限り、一部又 

は全部を使用（複製、転記又は転写等）することができるものとする。 

(6) 費用負担 

業務提案の手続きに関する書類の作成及び提出に係る費用その他本プロポーザル 

に要する一切の経費は、参加者の負担とする。 

(7) 辞退 

参加表明書を提出後に辞退する場合は、辞退届（任意様式Ａ４版）を提出すること。 
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（２）使用する計量単位、通貨単位及び時刻 

使用する計量単位は計量法に定めるもの、通貨単位は円、時刻は日本標準時とする。 

（３）情報の公開 

提出される書類は、小野加東加西環境施設事務組合情報公開条例に基づく公文書と 

して取り扱うものとし、開示請求があった場合は、事業を営む上で競争上又は事業運 

営上の地位その他正当な利益を害すると認められる情報を除き、公開の対象とする。 

（４）業務委託契約書 

契約に当たっては、本組合が定めた業務委託契約書を使用する。 

（５）その他 

(1) 本要領及び仕様書等に定めるもののほか、応募に当たって必要な事項が生じた場合 

には参加者に通知する。 

(2) 本組合が提示する資料及び回答書は、本要領及び仕様書と一体のものとして、同等

の効力を有するものとする。 

(3) 参加表明書等の提出者又は企画提案書等の提出がない場合は、本プロポーザルを取 

り止める。 

(4) 配置予定の管理技術者及び担当技術者は疾病、死亡、退職等きわめて特別な場合を 

除き、履行期間終了まで変更できないものとする。これらきわめて特別な場合によ

りやむを得ず変更を行う場合は、変更前と同等以上の技術者であることの了承を本

組合から得なければならない。 

 

１０．書類の提出及び問合せ先 

小野加東加西環境施設事務組合 

〒６７５－１３１６ 

兵庫県小野市天神町５３８番地の１ 

    電話：０７９４－６２－６２５０（直通） 

      FAX ：０７９４－６３－４８２０ 

    メールアドレス：main@ono-clean-center.or.jp 


